
保護司活動について

東京保護観察所・大田区保護司会



１ 保護司ってどんな人？

＊「立ち直り支援をする民間ボランティア」って？

法務大臣から委嘱されたボランティアで全国に46,000人います

保護観察の判決を受けた人や仮出所、仮釈放になった人の面接等をします

＊ “社会を明るくする運動”なら聞いたことがあるけど･･･？

犯罪者の再犯を防ぐ活動や犯罪予防活動に保護司も積極的に取り組んでいます

＊どんな人たちが，どんな活動をしているの？

職種・性別・年代を問わず、様々な立場で処遇活動、地域活動を通し、立ち直り

支援への理解と協力を求める活動を行っています
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犯罪をした人や非行のある少年の立ち直りを地域で支えるボランティアです

「処遇活動」と「地域活動」（保護司会としての活動）があります



２-１ 「処遇活動」 生活環境の調整

住居 就労 就学
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社会への

ソフトランディング
を図り，円滑な社
会復帰を促進

犯罪や非行をした人が刑務所や少年院等に入

所している間から， 釈放後の住居や就労先の確
保に関する調査を行うなどして，立ち直りを支える
環境を整えています。



２-２ 「処遇活動」 保護観察

＊犯罪や非行をした人たちと定期的に面接を行い，更生(立ち直り)

のための約束事を守るよう指導し，生活上の助言などを行います。

＊保護観察官(国家公務員)との協働体制で実施。

＊先輩保護司との「複数担当制」もあります。
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サポートセンター 面談室



３ 「地域活動」 犯罪予防活動

地域の見守りや連携により，犯罪や非行を未然に防ぐととも
に，非行や犯罪を行った人の立ち直りについて理解を深める
ために，世論の啓発に努めるものです。

＊毎年７月は，「“社会を明るくする運動”強調月間」「再犯防止啓発月間」として，各
地域で様々な活動が展開されます。保護司会・分区会ごとに様々な活動があります。
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保護司法第1条（保護司の使命）

保護司は，社会奉仕の精神をもつて，犯罪をした者及び非行
のある少年の改善更生を助けるとともに，犯罪の予防のため世
論の啓発に努め，もつて地域社会の浄化をはかり，個人及び公
共の福祉に寄与することを，その使命とする。
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４-１ 保護司の法的な位置づけ①

【特徴】

＊地域の事情をよく知っているという「地域性」

＊無償（ボランティア性）

＊「地域をより良くしたい」という地域愛・隣人愛

→あなたにも，あるのではないでしょうか？



保護司法第３条（推薦及び委嘱）《概要》

保護司は，次の各号に掲げるすべての条件を具備する
者のうちから，法務大臣が委嘱する。

１ 人格及び行動について，社会的信望を有すること。

２ 職務の遂行に必要な熱意及び時間的余裕を有すること。

３ 生活が安定していること。

４ 健康で活動力を有すること。
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様々な職業，お立場の方が
活躍されています！

４-２ 保護司の法的な位置づけ②



各地区保護司会に所属して活動します

＊犯罪をした人や非行のある少年の立ち直り支援

←保護観察官との「協働態勢」により行うことが特徴

＊犯罪予防活動(地域活動) ＊保護司会の運営

＊研修(保護観察所単位，保護司会単位)への参加

＊各地域での関係機関・団体・学校との連携
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地区の保護司仲間と役割分担し，
助け合って活動しています。

５ 保護司活動の実際

更生保護サポートセンターで活動する保護司 保護司自主研修 法務省にて 2023



＊保護観察官(地区主任官)・保護司会幹部に相談できる。

＊一定の保護司活動には，実費が支給される。

＊活動中の負傷・損害等に対する補償制度あり。

＊各種研修制度も充実している。

＊「更生保護サポートセンター」では，先輩保護司に相

談したり，保護観察対象者等と面接することができる。
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ボランティアですが，
非常勤の国家公務員でもあり，
様々な支援があります。

６ 保護司に対する国の支援



○本人の更生への決意と立ち直りに向けた努力

→彼らに関わる人々の指導や支援によって，

より確かなものに。

○彼らを受け入れる社会

→過ちを悔いる人を受け入れ，

その立ち直りを見守る。
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７ 犯罪や非行をした者の立ち直りに必要なもの



８ よくあるご質問

○「犯罪をした人や非行のある少年」との向き合い方は？

最初は誰でも不安ですが，委嘱直後から研修を受けていただきますし，
その後も保護観察官(地区主任官)や先輩保護司からアドバイスを受け
ながら進めていただきますので，ご安心ください。

○仕事や家庭の事情はどの程度考慮されますか？

お仕事やご家庭の状況に併せて活動時間・活動内容を工夫されてい
る方も多いです。保護司活動との両立を図っていただけるよう善処しま
すので，保護観察官(地区主任官)や保護司会幹部にお気軽にご相談く
ださい。
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９ 保護司活動を続けてこられた方の体験談
○保護司になるまでの地域との関わり

・PTAや子ども会など，子どもや青少年に関わる地域活動をしていた。

○保護司になったきっかけ

・保護司である隣家の方から声をかけられた。

・自分が続けてきた地域活動の経験が役立つと感じ，引き受けることに。

○最初に保護観察対象者と面接を行った時には・・・

・当然戸惑いもあったが，同じ地域住民として自然体で接するよう努めた。

○「保護司をしていてよかった」としみじみ感じたことや得がたい経験は？

・家庭環境に恵まれず紆余曲折あった少女が成人式を無事迎え感慨無量だった。

〇保護司活動を続けて・・・

・処遇と地域活動の中で様々な人と出会い，人を公平に見ることができるように

なるなど，自分自身も学ぶところが多々あった。
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10－１ 大田区保護司会からのメッセージ①

〇保護司会（分区）の活動に積極的に参加していただける方

犯罪や非行を防ぐための地域活動を共に行ってくださる仲間を求めています。

〇地域の子どもたちの健やかな成長を願う方

様々な研修会があり，サポート体制も整っています。

積極的に参加していただける方を歓迎します。

〇自分の住む地域の安全・安心を守りたいという思いのある方
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私たちはこのような方を求めています！
（例）



10－２ 大田区保護司会からのメッセージ②

〇定数２６７名，現員数２１３名（令和５年５月現在）
〇分区活動

〇部会活動

〇更生保護サポートセンターについて

〇主な活動

・駅頭広報・区民のつどい

令和4年中止

・OTAふれあいフェスタ

・他
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社明 ミニ集会私たちの保護司会を紹介します！

第72回“社会を明るくする運動”
ＯＴＡふれあいフェスタ 2022



リモートによるワークショップ 2020

保護司候補者検討協議会 2022小学生 ぬり絵ギャラリー 2022

各地区保護司会報

保護司会の活動を地域・関係機関に周知
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第73回“社会明るくする運動”
大田区推進委員会 2023


